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今
年
の
主
役
！

今年の干支、知ってる？

うん。いよいよだね！

大好き…！

いい年に
なりますように！

　　　　76,104 人（－ 83）
男　　　37,816 人（－ 29）
女　　　38,288 人（－ 54）
世帯数　30,697 世帯（＋ 12）

（　）内は前月との比較

人の動き【2017/12/1 現在】

市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生 37　   　転入 144　

死亡 91　 　  転出 173

　平成 30 年。戌年の始まりは、アジア動物専門学校（貝地）のドッ
グトレーナーコースの皆さんと、わんちゃんと一緒にお届け！
アジア動物専門学校では、県内はもとより、遠くは福島、栃木、
新潟、そしてなんと韓国からの留学生も学んでいます。
　たくさんの愛情を注ぎながら、悪いことをしたらしっかり注
意する。学生の皆さんは、じっくりと時間をかけて担当する犬
と信頼関係を築いてきました。時間をかけて地道にコツコツ、
笑顔で取り組む学生さんたち。卒業後は、警察犬訓練所の訓練
士や、しつけ教室のインストラクターなど、それぞれの夢に向
かっていきます。
　新年、皆さんの夢が叶いますように！



　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
の
新
春
を
晴
々
し
い

気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
70
周
年
を

迎
え
る
極
め
て
意
義
深
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
、
自
然
環
境

な
ど
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
問
題
が
複
雑
化
し
て
い

る
中
で
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
る
行
政
需
要
の
増

大
、
地
域
資
源
の
利
活
用
に
よ
る
地
方
創
生
、
地
域
間
競

争
の
激
化
な
ど
、
地
方
自
治
体
が
自
主
性
お
よ
び
自
立
性

を
十
分
に
発
揮
し
て
、
更
な
る
進
展
が
求
め
ら
れ
る
１
年

で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
市
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
石

岡
駅
西
口
広
場
が
完
成
し
、
市
の
玄
関
口
が
新
た
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
市
役
所
庁
舎
は
、
今
年
秋
の
完
成
に
向
け
て

確
固
た
る
災
害
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
や
、
よ
り
良

い
行
政
窓
口
と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
担
う
施
設
を
目
指

し
、
整
備
を
始
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
当
市
の
新

た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
と
と
も
に
、
市
民
の
郷
土
愛

の
象
徴
と
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

迎
え
ま
し
た
平
成
30
年
は
、
石
岡
市
を
首
都
圏
の
中
で

も
個
性
輝
く
魅
力
的
な
ま
ち
と
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
市
民
目
線
と
未
来
志
向
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は
、
全
国
的
な
傾
向
と
は
い

え
、
石
岡
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
、
私
は
、
人
口
減
少
問
題
を
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
、
石
岡
の
明
日
を

創
る
「
み
ら
い
創
造
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
市
政
運
営

の
基
礎
と
し
て
、
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
、
石
岡
市
の

将
来
を
力
強
く
切
り
開
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
」

そ
ん
な
石
岡
市
を
目
指
し
、
皆
様
と
共
に
、
大
き
く
力
強

く
前
進
し
て
い
け
る
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
健
康
で
、
喜
び
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念

し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

石
岡
市
長

今
泉
文
彦

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

広報いしおか１月１日号　№２９４　　　２　　　　　　　

題
字
の
「
謹
賀
新
年
」
と
干
支
の

「
戌
」
の
字
は
、
昨
年
11
月
の
石

岡
市
美
術
展
「
書
」
の
部
で
市
長
賞
を

受
賞
し
た
富
山
由ゆ

い惟
さ
ん
（
国
府
）
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
富
山
さ
ん

は
６
歳
で
書
道
を
始
め
、社
会
人
と
な
っ

た
今
も
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
木
町
の
山
車
の
「
神
武
」
の
文
字
も
、

実
は
富
山
さ
ん
が
書
か
れ
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。（
11
月
１
日
号
表
紙
掲
載
）
今

後
益
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



　
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
マ
ス
オ
さ
ん
役
や

「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
ジ
ャ

ム
お
じ
さ
ん
役
で
お
な
じ
み
の
、
人
気
声

優
・
増
岡
弘
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

■
講
演
テ
ー
マ

「
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
は
幸
福
み
つ
け
の

達
人
ぞ
ろ
い 

マ
ス
オ
流 

男
女
共
同
参
画
」

日
時
／
１
月
27
日
土
午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

ひ
ま
わ
り
の
館
大
ホ
ー
ル

参
加
費
／
無
料

定
員
／
２
０
０
人
（
託
児
あ
り
）

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

講
師
／
増
岡 

弘 

氏

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課
（
本
庁
）

　
☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

男
女
共
同
参
画 

さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
「
生
涯
学
習
の
集
い
」
に
橘
こ
こ
ろ
氏

を
お
招
き
し
て
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

■
講
演
テ
ー
マ

「
子
ど
も
の
善
意
を
信
じ
る
と
、
子
ど
も
は

伸
び
る
、
子
育
て
が
楽
で
愉
し
く
な
る
！

～
ビ
リ
ギ
ャ
ル
家
族
の
真
実
～
」

日
時
／
２
月
10
日
土
午
後
１
時
か
ら

場
所
／
中
央
公
民
館（
八
郷
総
合
支
所
隣
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
１
月
９
日
火
か
ら
電
話
で
申

　

し
込
み
（
先
着
順
・
託
児
あ
り
）

講
師
／
橘 

こ
こ
ろ 

氏

　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
（
支
所
）

　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
４
）

生
涯
学
習
の
集
い
　
記
念
講
演
を
開
催

ビリギャルさやかの母。1964 年
生まれ、大阪府出身、名古屋市在
住。自身の幼少期のつらい経験に
より、独自の熱い子育て論を持つ。

新
春
恒
例
の
石
岡
市
消
防
出
初
式
を

開
催
し
ま
す
。

　

市
民
会
館
で
の
式
典
終
了
後
、
Ｊ
Ｒ
石

岡
駅
前
の
御
幸
通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
、
消
防
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

　

パ
レ
ー
ド
に
は
、
消
防
本
部
、
消
防
団
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
な

ど
が
参
加
す
る
ほ
か
、
消
防
車
パ
レ
ー
ド

や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
も
登
場
し
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
終
了
後
に
は
、
特
別
救
助
隊
に

よ
る
救
出
訓
練
も
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

1
人
員
服
装
点
検

　

石
岡
小
学
校
校
庭　

午
前
９
時
か
ら

2
出
初
式
式
典

　

市
民
会
館　

午
前
９
時
30
分
か
ら

3
消
防
パ
レ
ー
ド

　

Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
前
～
御
幸
通
り

　

午
前
11
時
か
ら

■
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
総
務
課 

☎
２
３
・
０
１
１
９

１
月
６
日
土

平
成
30
年
石
岡
市
消
防
出
初
式

講演会 講演会

催　し

　　　　　　　３　　　広報いしおか１月１日号　№２９４



進む！新庁舎建設！
市では現在、誰もが利用しやすく安全で安心な庁舎建設を進めています。
現在の工事の状況や庁舎の機能などをお知らせします。

新
庁
舎
建
設
の
経
緯

昭
和
49
年
に
建
設
さ
れ
た
旧

市
役
所
本
庁
舎
は
、平
成
23

年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
大
き
な
損
傷
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
使
用

継
続
が
困
難
と
な
り
、
仮
設
庁
舎

移
転
を
機
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
様
々

な
検
討
を
重
ね
、
咋
年
３
月
よ
り

建
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
新
庁
舎
建
物
の
概
要

建
設
地
／
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

　
（
現
在
地
）

敷
地
面
積
／

　

２
万
２
８
６
０
・
９
８
㎡

構
造
／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　

一
部
鉄
骨
造（
基
礎
免
震
構
造
）

建
築
面
積
／
３
３
１
０
・
６
４
㎡

延
べ
面
積
／
９
８
８
０
・
３
２
㎡

階
数
／
地
上
３
階　

地
下
１
階

最
高
高
さ
／
20
・
４
４
ｍ

昇
降
機
／
15
人
乗
り（
車
椅
子
対
応
）

13
人
乗
り（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

附
帯
施
設
／
屋
外
ト
イ
レ
棟
・
車

庫
棟
・
屋
根
付
駐
車
場
・
駐
輪
場

駐
車
台
数
／
一
般
車
用
１
４
１
台

駐
輪
台
数
／
60
台

建
設
の
基
本
理
念

▼
新
庁
舎
建
設
は
「
経
済
性
」
と

「
機
能
性
」
を
重
視
し
、
よ
り
良

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、
次
の
基
本
理
念
を
掲
げ

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
基
本
理
念
】

「
誰
も
が
利
用
し
や
す
く

安
全
で
安
心
で
き
る
庁
舎
」

完成イメージ図

平成31年1月のオープンに向け

▲新庁舎の基礎工事の様子（平成 29 年 11 月 29 日 仮設庁舎本館 3 階から撮影）

広報いしおか１月１日号　№２９４　　　４　　　　　　　



安
全
・
安
心
・
快
適
機
能
の
一
部
を
ご
紹
介

地震で使用不能となった
旧庁舎を教訓に、大地

震のダメージを大幅に抑える
ことができる「免震構造」を
新庁舎に採用しています。
　基礎には直径 900㎜の杭
を 73 本打ち込み、さらに免
震装置を 3 種類 44 基設置し
ており、災害に強い頑丈な造
りの建物になっています。

現在の庁舎は、仮設とい
うこともあり、高齢者

や障がい者への配慮が十分で
はありません。新庁舎は、段
差の解消、ゆとりのある大き
なエレベーター、多目的トイ
レ・優先者駐車場の設置など、
バリアフリーとユニバーサル
デザインに対応した誰もが安
心して利用できる設計となっ
ています。
　また、利用する人が多い窓
口は１階に配置し、関連する
窓口を近くに置くなど、市民
の皆さんがより利用しやすい
工夫を取り入れています。

▲杭は固い地盤（支持層）まで打ち込む
ため長さが約 38m にもなります。

▲基礎に固定された免震装置の一部

▲ゆとりのある市民待ち合いスペース

進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

イメージ

■
進
捗
状
況

▼
昨
年
３
月
の
着
工
後
、
杭
工
事

や
地
下
躯く

た
い体
工
事
、
免
震
装
置
の

取
り
付
け
を
行
い
、
現
在
は
１
階

床
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
年
10
月
の
完

成
、
翌
平
成
31
年
１
月
の
開
庁
を

目
指
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

POINT ₁POINT ₂POINT ₃
揺れに強い！免震構造誰もが安心・便利に

▼
工
事
の
進
捗
状
況
を
み
て
、
２

月
～
３
月
の
時
期
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
建
設
現
場
見

学
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

日
程
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
紙

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
管
財
課　

庁
舎
建
設
推
進
室

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
２
９
）

■
庁
舎
建
設
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

ＨＰ

http://w
w

w
.city.ishioka.

lg.jp/page/dir002878.htm
l

H29 H30 H31

建設工事

外構工事

着手 完了

H29.3 H30.10 末

供用開始

H31.1

着手

H30.3

完了

H31.9

年
区分

■今後のスケジュールス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
か
ら
は
こ
ち
ら
▼

建
設
現
場
の
見
学
会
を
開
催
予
定
で
す

環境負荷を軽減し、経済
性と機能性に優れた設

備の導入を予定しています。
　冷暖房には、高効率化を実
現するため、太陽熱を利用し
て予熱や除湿ができるシステ
ムを採用し、自然換気も積極
的に取り入れ、空調の運転時
間を短くする仕組みになって
います。照明も、ＬＥＤ省エ
ネ機器を導入に加え、太陽の
自然光で明るさを確保する設
計となっています。
　全体として、快適な機能は
保ちつつ、省エネで環境にや
さしい庁舎となっています。

▲新庁舎は、実施設計段階で建築物の環
境性能を５段階で評価する、建築環境総
合性能評価認証「CASBEE」で最上級の
Ｓランクを取得しています。

環境にやさしい庁舎

　　　　　　　５　　　広報いしおか１月１日号　№２９４



ま ち の 話 題
い
じ
め
ゼ
ロ
！
を
め
ざ
し
て
、
と
題
し
、

市
教
育
委
員
会
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
、
11
月
11
日
に
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
つ
く
り
、
い
じ
め
防
止
へ
の

意
識
高
揚
を
図
る
も
の
で
、
各
種
表
彰
に
続

き
、
今
年
度
の
推
進
校
（
石
岡
小
・
三
村
小
・

園
部
小
・
柿
岡
小
・
城
南
中
）
に
よ
る
取
り

組
み
の
実
践
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
全
校
集
会
を
開
き
い
じ
め
を

な
く
そ
う
と
取
り
組
ん
だ
学
校
や
、
学
年
別

に
い
じ
め
防
止
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
考
え
発
表
し

た
学
校
、
上
級
生
が
下
級
生
に
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る

学
校
な
ど
、
児
童
・
生
徒
・
保
護
者
・
先
生

た
ち
が
協
力
し
作
り
上
げ
た
素
晴
ら
し
い
活

動
内
容
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
市
内
全
小
中

学
校
の
「
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
、

石
岡
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
オ
ニ
ツ
カ
サ
リ
ー

さ
ん
（
歌
手
）、
須
田
幸
太
さ
ん
（
プ
ロ
野

球
選
手
）
か
ら
、
激
励
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
届
き
ま
し
た
。

第
３
回
い
じ
め
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

市
内
小
中
学
校
の
取
り
組
み
を
発
表

▲遺族会を代表して田山一男会長が壇上に献花

▲中学生平和大使の 12 人が壇上で堂々と平和宣言を発表しました

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
石
岡
市
戦
没
者
追

悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

11
月
17
日
、
中
央
公
民
館
で
、
石

岡
市
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

戦
後
72
年
、
先
の
大
戦
で
、
た
く
さ
ん

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
追
悼
の
意

を
表
す
た
め
、
国
会
議
員
、
県
知
事
、
県

議
会
議
員
な
ど
た
く
さ
ん
の
来
賓
と
、
石

岡
市
遺
族
会
の
皆
さ
ん
な
ど
、
約
３
０
０

人
が
参
加
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
の
辞
、
献
花
が
行
わ
れ
た
後
に
、

石
岡
市
中
学
生
平
和
大
使
に
よ
る
発
表
と

宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
和
大
使
は
、
市
内
中
学
校
か
ら
12
人

の
生
徒
が
任
命
さ
れ
、
昨
夏
に
長
崎
市
を

訪
問
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切

さ
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
「
石
岡
市
中
学
生
平
和
宣

言
２
０
１
７
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
「
感
謝

の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
皆
で
笑
い
合
え
る

今
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
平
和
を
守
り
、

伝
え
て
い
く
と
い
う
大
切
な
使
命
を
果
た

し
て
い
く
」
と
大
き
な
声
で
宣
言
し
ま
し

た
。
会
場
か
ら
は
、
未
来
を
担
う
大
使
た

ち
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲今年度推進校の一つ、城南中学校の実践発表の様子

いじめ防止ポスター表彰作品
1低学年の部　最優秀賞
　岡﨑愛

ま な か

華さん（吉生小１年）
2高学年の部　最優秀賞
　石田大

ひ ろ と

翔さん（恋瀬小６年）
3中学生の部　最優秀賞
　加藤可奈子さん（八郷中 2 年）
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有
明
中
学
校
の
跡
地
を
利
用
し
て
、

11
月
11
日
～
13
日
の
３
日
間
、
第
24
回

２
０
１
７
や
さ
と
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
木
工
・
陶
芸
・
ガ
ラ
ス
・

彫
金
・
布
・
革
な
ど
、
多
種
多
様
な
工
芸

品
が
並
び
、
訪
れ
た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ん
び
り
し
た
空
気
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
か
ら
は
心
地
よ
い
音
楽
が
流

れ
、け
ん
ち
ん
そ
ば
を
食
べ
て
い
る
家
族
、

広
い
運
動
場
を
走
り
回
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
、雑
貨
を
見
な
が
ら
談
笑
す
る
夫
婦
。

抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
楽
し
そ
う
な

雰
囲
気
に
ひ
か
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

有明の山に抱かれて
　やさとクラフトフェアが開催

▲１日目の午後。天気も良くたくさんの人で賑わいました　

石
岡
カ
フ
ェ
店
内
の
壁
を
塗
る
「
壁
塗

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
11
月
18
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
作
り
た
い
と
、
石
岡
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
田
中
楓

か
え
で

さ
ん
が
企
画
し
た

も
の
で
す
。

　

参
加
者
の
石
岡
一
高
美
術
部
３
年
・
池

嶋
楓か

づ
き月

さ
ん
は
「
壁
が
き
れ
い
に
塗
れ

て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
店
長
の
古
木
さ
ん
は
「
今
回

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
ま
ず
は
石
岡

カ
フ
ェ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
気
軽
に
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
カ

フ
ェ
に
は
今
後
、
市
内
の
作
家
さ
ん
や
高

校
生
た
ち
の
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

石岡カフェを塗り替えろ！
　壁塗りワークショップ

▲高校生もたくさん参加してくれました

　

災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
情
報
収
集
の

た
め
、
11
月
13
日
、
㈱
ゼ
ン
リ
ン
、
茨
城

大
学
学
生
サ
ー
ク
ル
の
航
空
技
術
研
究
会

と
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

ゼ
ン
リ
ン
と
は
、
災
害
時
に
住
宅
地
図

を
事
前
備
蓄
す
る
こ
と
で
位
置
関
係
の
把

握
が
迅
速
に
な
り
、
き
め
細
や
か
な
対
応

を
図
り
ま
す
。
ま
た
航
空
技
術
研
究
会
と

は
、
人
の
立
ち
入
り
が
困
難
な
現
場
を
ド

ロ
ー
ン
で
撮
影
す
る
こ
と
で
被
害
状
況
の

迅
速
な
把
握
が
で
き
る
よ
う
連
携
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
で
市
が
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

し
た
団
体
は
計
33
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

災害時の対応強化へ！
　ゼンリン・茨大学生と連携

▲左からゼンリン 吉川部長、今泉市長、航空技術研究会 正田会長　

石
岡
の
秋
の
味
覚
の
代
表
格
で
あ
る
富

有
柿
。
毎
年
、
皇
室
に
献
上
し
て
い
る
柿

は
、
石
岡
市
八
郷
柿
振
興
協
議
会
（
上
田

佳
幸
会
長
）
の
三
つ
の
柿
出
荷
組
合
が
交

代
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
11
月
13
日
、
今

年
の
献
上
を
担
当
す
る
マ
ル
園そ
の

柿
出
荷
組

合
の
皆
さ
ん
が
、
精
魂
込
め
て
育
て
た
柿

を
持
ち
寄
り
、
八
郷
支
所
で
審
査
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
が
初
め
て
と
い
う
若

い
生
産
者
が
多
い
な
か
、
素
晴
ら
し
い
柿

が
並
び
、
厳
選
さ
れ
た
72
個
が
三
つ
の
桐

箱
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
14
日
に
は
宮
内
庁
お
よ
び
東
宮
御
所

へ
持
参
し
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
と
皇
太

子
殿
下
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

石岡の秋の味覚
富有柿を皇室へ献上しました

▲厳正に選別を行い箱詰めをした生産者の皆さん
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ま ち の 話 題

　

11
月
19
日
、
柿
岡
の
商
店
街
を
歩
行
者

天
国
に
し
て
、
商
工
産
業
祭
第
29
回
柿
岡

城
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
が
広
が
り
、
多
く
の
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
柿
岡
小
の
鼓
笛

隊
パ
レ
ー
ド
、高
円
寺
阿
波
踊
り
、ス
テ
ー

ジ
で
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
に
地
元
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
、

模
擬
上
棟
式
に
餅
ま
き
な
ど
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
内
容

で
し
た
。

　

恒
例
の
や
さ
と
納
豆
早
食
い
競
争
大
会

に
は
、
茨
城
県
非
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ね
ば
～
る
君
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
例
年

以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

第 29回柿岡城まつり
ねば～る君も登場して大盛況！

▲やさと納豆早食い競争大会を盛り上げてくれたねば～る君
　

11
月
12
日
、
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
、
第
33
回
い
し
お
か
商
工
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
石
岡
の
味
噌
を
使
っ
た
焼
き

そ
ば
や
ス
ペ
ア
リ
ブ
な
ど
に
来
場
者
は
舌

鼓
。
石
岡
第
一
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
に

よ
る
吹
奏
楽
演
奏
や
元
気
い
っ
ぱ
い
な
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
披
露
な
ど
で
ス

テ
ー
ジ
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
内

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
手
作
り

の
段
ボ
ー
ル
迷
路
や
商
工
会
議
所
青
年
部

の
射
的
コ
ー
ナ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
に
よ
る
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
や
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
い
し
お
か
の
国
際
交
流
広
場
な
ど

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
な
れ
る
場
所
を
つ

く
る
大
人
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

子どもたちの笑顔があふれる
第 33回いしおか商工祭を開催

▲かわいらしいキッチン付きの段ボール迷路！おいしく出来たかな？

　

11
月
５
日
、
石
岡
市
・
小
美
玉
市
・
か

す
み
が
う
ら
市
の
小
学
５
年
～
中
学
３
年

生
が
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城

県
名
取
市
の
閖ゆ

り
あ
げ上
地
区
を
訪
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
３
市
・
15
人
の
子
ど
も
た

ち
と
保
護
者
４
人
。

　

こ
れ
は
石
岡
青
年
会
議
所（
以
下
Ｊ
Ｃ
）

の
主
催
事
業
で
、
復
興
に
取
り
組
む
人
の

お
話
を
伺
い
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
へ
の
思

い
と
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
育
て
た
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
地
元
商
店
街
の
方
に
直
接
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
気
づ

き
と
学
び
を
得
た
子
ど
も
た
ち
。
こ
れ
ら

の
学
び
を
共
有
す
る
た
め
に
、
11
月
24
日

に
、
国
府
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
た
検
証

会
に
参
加
し
、
３
週
間
経
っ
た
今
、
心
に

残
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。　

　

石
岡
中
２
年
の
吉よ

し
か
わ川

陽は
る
な菜

さ
ん
は
「
地

震
は
ま
ち
を
傷
つ
け
る
だ
け
で
な
く
人
の

心
も
傷
つ
け
る
の
だ
と
分
か
っ
た
」
と
振

り
返
り
、
平
成
29
年
の
Ｊ
Ｃ
理
事
長
を
務

め
た
木
村
一
裕
さ
ん
は
「
今
回
感
じ
た
こ

と
を
忘
れ
ず
、
こ
の
経
験
を
こ
の
先
に
生

か
し
て
い
っ
て
欲
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
ま
ち
を
思
う
人
に
感
動
し
た
」、

「
故
郷
が
被
害
を
受
け
て
も
、
働
き
続
け

て
い
る
人
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
」な
ど
、

子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち
の
言
葉
で
、
今

回
の
経
験
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

「故郷を思う気持ちを育みたい」
　石岡青年会議所が、小・中学生を連れ閖上地区を訪問

▲検証会で報告をする吉川さん（石岡中 2 年）
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昨
年
開
催
さ
れ

た
「
第
58
回
石
岡

市
美
術
展
」（
11
月

13
日
～
19
日
）
の

表
彰
式
が
、
展
示

会
場
の
八
郷
総
合

支
所
で
行
わ
れ
、

日
本
画
・
洋
画
・

彫
刻
・
工
芸
美
術
・

書
・
写
真
の
各
部

門
の
入
賞
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
受
賞
作
に
加
え
、
２
０
０
点
を
超

え
る
各
部
門
の
意
欲
的
な
作
品
が
並
び
、
芸
術
の

秋
に
訪
れ
た
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

11 月 19 日　第 58 回石岡市美術展
　入賞者の表彰式が行われました

▲多くの人で賑わう市展の展示会場

　

市
内
で
農
業
を

営
む
長
谷
川
正
さ

ん
（
真
家
）
は
、
長

年
の
農
業
へ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
公

益
社
団
法
人 
大
日

本
農
会
か
ら
緑
白

綬
有
功
章
を
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、

花
き
栽
培
の
分
野
に
お
い
て
、
効
率
化
・
大
規
模

経
営
化
に
尽
力
さ
れ
、
茨
城
県
花
き
園
芸
協
会
会

長
も
務
め
る
な
ど
、
地
域
の
担
い
手
育
成
や
花
き

産
業
振
興
に
多
大
な
る
功
績
を
残
し
た
こ
と
か
ら
、

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

▲受賞された長谷川さん（中央）

11 月 17 日　市内農家の長谷川正さん
緑白綬有功章を受章し表敬訪問

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
た
す
き
リ
レ
ー

と
は
、
児
童
虐
待

防
止
を
啓
発
す
る

た
め
「
子
ど
も
に

明
る
い
未
来
を
」

と
書
か
れ
た
た
す

き
に
思
い
を
乗
せ

て
、
県
内
を
走
り

つ
な
い
で
い
く
も

の
で
す
。

　

茨
城
県
で
は
、
例
年
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

の
11
月
に
こ
の
リ
レ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、
石
岡

市
に
届
い
た
た
す
き
も
、
次
の
中
継
所
ま
で
無
事

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

11 月 2 日　子どもを守ろう
オレンジリボンたすきリレー　

▲たすきをつないだランナーたち

　

石
岡
市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議

会
に
よ
る
食
生
活

の
重
要
さ
を
伝
え

る
取
り
組
み
が
石

岡
第
二
高
等
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
話
や
調
理
実

習
を
通
じ
て
減
塩

の
ポ
イ
ン
ト
を
伝

え
、
調
理
し
た
料
理
の
塩
分
濃
度
を
実
際
に
計
測

し
確
認
し
ま
し
た
。
会
長
の
大
岡
芳
子
さ
ん
は
「
子

ど
も
の
世
代
か
ら
減
塩
に
気
を
つ
け
て
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

10 月 30 日・31 日 食生活改善推進員
高校生に減塩の大切さを伝える

▲鮭のホイル焼きと豚汁を作りました

　

勤
労
感
謝
の
日

を
前
に
し
て
、泉
ヶ

丘
保
育
園
の
年
長

さ
ん
21
人
が
市
役

所
を
訪
問
し
て
く

れ
ま
し
た
。
市
を

代
表
し
て
松
隈
副

市
長
が
花
束
を
受

け
取
り
、
園
児
た

ち
か
ら
日
頃
の
業

務
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
園
で
は
、
勤
労
感
謝
の
日
の
前
後
に
、
園
児

が
市
内
の
事
業
所
約
10
か
所
を
訪
問
し
て
お
り
、

働
く
人
た
ち
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
と
い
う
活

動
を
、
も
う
50
年
以
上
も
行
っ
て
い
ま
す
。

11 月 22 日　泉ヶ丘保育園の園児が
勤労感謝のために来庁してくれました

▲市役所に来てくれたかわいい園児たち

　

第
53
回
茨
城
県

交
通
安
全
県
民
大

会
が
開
催
さ
れ
、

石
岡
地
区
交
通
安

全
協
会
石
岡
市
連

合
会
石
岡
支
部
が

茨
城
県
交
通
安
全

功
労
団
体
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

石
岡
支
部
は
、

昭
和
28
年
の
結
成
以
来
、
関
係
機
関
と
連
携
し
組

織
一
丸
と
な
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
日
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
石
岡
の
お

ま
つ
り
の
交
通
誘
導
な
ど
、
地
域
へ
の
多
大
な
る

貢
献
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 ▲授賞式壇上の下河邊賢一支部長（前列左）

11 月 8 日　交通安全協会石岡支部が
茨城県交通安全功労団体表彰を受賞

　　　　　　　９　　　広報いしおか１月１日号　№２９４



市役所への問い合わせは…
1 石岡市役所　　☎ 23-1111（代表）
2 八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）
●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）
☎ 0800-800-7766
●石岡市公式ホームページ
 http://www.city.ishioka.lg.jp/

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

▼
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
時

や
い
ざ
と
い
う
時
の
生
活
を
、
現

役
世
代
で
支
え
る
た
め
の
仕
組
み

で
す
。
若
い
時
に
加
入
し
保
険
料

を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
は
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら

忘
れ
ず
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

【
将
来
の
大
き
な
支
え
に
】

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
、
年

金
の
給
付
は
生
涯
保
障
さ
れ
ま
す
。

【
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
】

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た

時
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障

害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
が

い
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者

に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や

「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

●
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

▼
申
請
に
よ
り
学
生
の
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
期
間
と
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
50
歳
未
満
の
人
は
、

「
納
付
猶
予
制
度
」

▼
申
請
に
よ
り
50
歳
未
満
で
学
生

以
外
の
人
の
保
険
料
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
の
期
間
は
、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
期
間
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
制
度
の
利
用
に
は
所
得
条
件
が

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構土

浦
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
・
８
２
５
・
１
１
７
０

   

1
保
険
年
金
課
（
内
線
１
３
８
）

小
学
校
入
学
祝
金
を
贈
呈

▼
平
成
30
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
子
の
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
を
対
象
に
、
祝
金
を
贈
呈
し

ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
寄
付
金
に
よ
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
間
／

　

１
月
４
日
木
～
31
日
水

対
象
／
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、

　

市
内
在
住
で
住
民
登
録
が
あ
り

　

小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
を
養

　

育
し
て
い
る
、
次
の
①
ま
た
は

　

②
に
該
当
す
る
人

①
父
母
で
配
偶
者
の
い
な
い
人
、

　

ま
た
は
父
母
以
外
で
児
童
を
養

　

育
し
て
い
る
人

※
事
実
上
の
婚
姻
関
係
と
同
様
の

　

事
情
に
あ
る
場
合
は
対
象
外

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
も
っ
て
い

　

る
人

祝
金
額
／
①
２
万
円　

②
５
万
円

※
両
方
に
該
当
す
る
人
は
７
万
円

申
請
先
／
①
は
こ
ど
も
福
祉
課

　

②
は
社
会
福
祉
課

※
支
所
市
民
窓
口
課
で
は
①
と
②

　

ど
ち
ら
の
人
も
申
請
で
き
ま
す
。

※
①
該
当
者
に
は
県
母
子
寡
婦
福

　

祉
連
合
会
か
ら
お
祝
品
の
贈
呈

　

が
別
途
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
／
①
認
め
印
、
戸

　

籍
謄
本
（
受
給
資
格
者
お
よ
び

　

対
象
児
童
の
も
の
で
、
申
請
日

　

前
１
か
月
以
内
発
行
の
も
の
）

　

②
認
め
印
、
身
体
障
害
者
手
帳

問
1
こ
ど
も
福
祉
課（
内
線
１
７
４
）

　

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
７
）

市内の月間交通事故件数【11/30 現在】
・発生件数…17 件     （-6）
・死者数……0 人      （0）
・負傷者数…21 人     （-6）
・物損事故…158 件   （＋ 41）
※（　）内は前年比
問石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

お

知

ら

せ

広報いしおか１月１日号　№２９４　　１０　　　　　　　
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▼
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

学
習
環
境
や
学
校
施
設
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
た
め
、
小
中
学
校

の
適
正
な
規
模
や
配
置
を
検
討
を

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
学

び
の
場
を
ど
の
よ
う
に
整
え
て
い

く
べ
き
か
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
て
い
く
た
め
、
地
区
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

内
容
／
①
各
中
学
校
区
の
学
校

　

状
況
（
学
校
施
設
・
児
童
生

　

徒
数
な
ど
）
②
適
正
規
模
や

　

適
正
配
置
の
基
本
的
な
考
え

　

方
・
方
針

そ
の
他
／
事
前
申
込
は
不
要
。
在

　

住
地
区
の
懇
談
会（
左
表
参
照
）

　

に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
別

　

地
区
に
参
加
で
き
ま
す
。

問
2
教
育
総
務
課

　
（
内
線
１
２
６
１
）

開催日時 会場（※ 申込不要）
１月 17 日⺢

午後 7 時から

東地区公民館　  （石岡中学校区内）
１月 18 日㊍ 府中地区公民館（府中中学校区内）
１月 19 日㊎ 城南地区公民館（城南中学校区内）
１月 23 日㊋ 中央公民館　 　  （旧柿岡中学校区内）
１月 24 日⺢ 国府地区公民館（国府中学校区内）

１月 25 日㊍ 園部地区コミュニティセンター
　　　　　　　　（園部中学校区内）

１月 30 日㊋ 恋瀬地区公民館（旧有明中学校区内）
１月 31 日⺢ 小桜地区公民館（旧八郷南中学校区内）

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を

　

   

設
置
す
る
人
に
補
助
金

▼
園
芸
作
物
施
設
の
パ
イ
プ
ハ
ウ

　

ス
を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
、

　

そ
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
か

　

ん
水
施
設
設
置
の
場
合
は
そ
の

　

費
用
を
含
み
ま
す
。

対
象
者
／
市
内
在
住
で
、
市
内
の

　

直
売
所
な
ど
へ
出
荷
す
る
園
芸

　

作
物
を
生
産
し
、
次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
人

①
定
年
退
職
な
ど
に
よ
り
、
新
た

　

に
就
農
す
る
65
歳
未
満
の
人

②
就
農
し
て
か
ら
５
年
未
満
か
つ

　

45
歳
未
満
の
人

③
新
た
な
園
芸
作
物
の
栽
培
ま
た

　

は
園
芸
作
物
の
生
産
規
模
の
拡

　

大
に
取
り
組
む
人

補
助
額
／
経
費
の
３
分
の
１
以
内

　
（
上
限
20
万
円
）

※
か
ん
水
施
設
も
設
置
す
る
場
合

　

は
上
限
30
万
円

申
請
期
限
／
１
月
31
日
水

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
２
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

準
備
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

▼
平
成
30
年
10
月
１
日
の
本
調
査

　

を
正
確
に
実
施
す
る
た
め
の
基

　

礎
と
な
る
、重
要
な
も
の
で
す
。

　

調
査
区
の
境
界
や
住
戸
等
の
現

　

況
を
把
握
す
る
た
め
、
写
真
付

　

き
の
身
分
証
を
携
帯
し
た
指
導

　

員
が
巡
回
し
ま
す
。
ご
協
力
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

問
1
政
策
企
画
課
（
内
線
２
２
６
）

ひ
き
こ
も
り
か
ら

未
来
へ
の
か
け
は
し

▼
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
た
め
の
研
修

　

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

日
時
／
１
月
15
日
⺼

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

場
所
／
茨
城
県
土
浦
保
健
所

　

２
階　

大
会
議
室

　
（
土
浦
市
下
高
津
２-

７-

46
）

内
容
／
ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ
ポ
ー

　

タ
ー
割わ

り
た田

大
悟
氏
に
よ
る
講
話

　

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

定
員
／
50
人
（
先
着
順
）

　・
問
土
浦
保
健
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
５
１
６

℻
０
２
９
・
８
２
６
・
５
９
６
１

　
tsuchiho05@

pref.ibaraki.
lg.jp
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子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

学
習
環
境
を
考
え
る
懇
談
会
を
開
催

申
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提
出
日
／
２
月
９
日
金
、13
日
火
、

　

14
日
水　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

選
抜
日
／
３
月
６
日
火

問
県
立
石
岡
第
一
高
等
学
校

　

☎
２
２
・
４
１
３
５

モ
ー
ニ
ン
グ
ヨ
ガ
教
室

▼
朝
の
ヨ
ガ
は
目
覚
め
が
良
く
な
り

　

頭
が
冴
え
、体
も
軽
く
な
り
ま
す
。

　

心
も
前
向
き
に
明
る
く
、
一
日
の

　

流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
。
自
宅
で
で

　

き
る
簡
単
な
ポ
ー
ズ
や
呼
吸
法
を

　

お
伝
え
し
ま
す
。
新
習
慣
と
し
て

　

取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
２
月
８
・
15
・
22
日
、

　

３
月
１
・
８
・
15
・
22
・
29
日

　
（
毎
週
木
曜
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡　

　
　
　

ひ
ま
わ
り
の
館

定
員
／
20
人
（
超
過
時
は
抽
選
）

参
加
費
／
無
料

講
師
／
岩
﨑 

加
奈
子
氏

申
込
方
法
／
１
月
４
日
木
～
12
日
金

　

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　

ひ
ま
わ
り
の
館　

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

も
の
忘
れ
（
認
知
症
）相

談
会

▼
認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性

　

の
あ
る
病
気
で
す
。
そ
の
た
め

　

早
期
に
診
断
や
治
療
を
受
け
、

　

今
後
の
生
活
や
介
護
の
見
通
し

　

を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
い
つ
も
何
か
を
な
く
し
て
探

　

し
て
い
る
」、　
「
ち
ょ
っ
と
し

　

た
ト
ラ
ブ
ル
が
一
人
で
解
決
で

　

き
な
く
な
っ
た
」
な
ど
、
認
知

　

症
の
初
期
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

　

ず
、
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と

　

で
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
精
神
科
医
療
機
関
の
精
神

　

保
健
福
祉
士
に
よ
る
相
談
会
で

　

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
／

　

１
月
10
日
水
・
23
日
火

　

２
月
14
日
水

　

各
回
午
後
１
時
30
分
か
ら

※
右
の
日
程
以
外
で
も
相
談
可
能
。

　

訪
問
で
の
相
談
も
お
受
け
し
ま

　

す
（
要
予
約
）。
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
ひ
ま
わ
り
の
館
内
）

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク

サ
イ
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

▼
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
、
ス
マ
ー
ト

　

フ
ォ
ン
で
簡
単
に
認
知
症
を
チ

　

ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
と
は
、
脳
の
障
害
に
よ

　

り
「
記
憶
す
る
」「
時
・
場
所
・

　

人
な
ど
を
認
識
す
る
」「
計
算

　

す
る
」
な
ど
の
認
知
能
力
が
低

　

下
し
、
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

　

が
困
難
に
な
る
病
気
で
す
。
加

　

齢
に
伴
う
、
も
の
忘
れ
と
は
異

　

な
り
ま
す
。

　

自
分
の
ほ
か
、
家
族
な
ど
身
近

　

な
人
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を

ご
利
用
の
人
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　

http://fishbow
lindex.

　

net/ishioka/

　　

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
心
配
な
こ

　

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、上
記「
も

　

の
忘
れ
（
認
知
症
）
相
談
会
」

　

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
ひ
ま
わ
り
の
館
内
）

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

県
立
石
岡
第
一
高
等
学
校

定
時
制
課
程
成
人
特
例
入
学

応
募
資
格
／
次
の
①
～
③
す
べ
て

　

に
該
当
す
る
人

①
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

　

学
校
を
卒
業
し
た
人

②
原
則
と
し
て
県
内
に
居
住
地
ま

　

た
は
勤
務
地
を
有
す
る
人

③
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
満

　

20
歳
以
上
の
人

選
抜
方
法
／

　

学
力
検
査
は
行
わ
ず
、調
査
書
・

　

面
接
・
作
文
等
に
よ
り
選
抜

定
員
／
一
般
入
学
希
望
者
の
募
集

　

定
員
40
人
の
中
に
含
む

志
願
手
続
／
卒
業
し
た
中
学
校
の

　

校
長
に
入
学
願
書
等
を
提
出

講

座

教

室

相

談

募

集

ＨＰ

市役所への問い合わせは…
1 石岡市役所　
　☎ 23-1111（代表）
2 八郷総合支所
　☎ 43-1111（代表）
●テレホンサービス
　（緊急診療をお知らせ）
　☎ 0800-800-7766

▲携帯・スマホを
ご利用の人はこちら

広報いしおか１月１日号　№２９４　　１２　　　　　　　

情報ネットワーク　　　

広　告　掲　載　欄



　　　　　　　１３　　広報いしおか１月１日号　№２９４

相

談

い
ば
ら
き
看
護
職

合
同
進
学
就
職
説
明
会

▼
事
前
の
申
し
込
み
や
履
歴
書
は

　

不
要
で
す
。
入
退
場
自
由
。

日
時
／
１
月
13
日
土

　

第
１
部　

午
前
11
時
～
正
午

　

第
２
部　

　
　

午
後
12
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
／
茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　

県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
一
般
展
示
室

　
（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
６
９
７
）

対
象
／
就
職
活
動
中
の
看
護
学
生

　

・
職
員
・
進
学
希
望
者

費
用
／
無
料

内
容
／

○
第
１
部

　

看
護
師
国
家
試
験
対
策
講
座

　

講
師　

さ
わ 

和
代
氏

　
（
さ
わ
研
究
所
代
表
）

○
第
２
部

　

職
場
・
学
校
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
進

　

学
・
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
茨
城
県
看
護
協
会

　

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
６
９
０
０

み
ん
な
の
が
ん
相
談
室

▼
「
が
ん
に
な
り
、
ど
う
し
て
い

　

い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
治
療
中

　

だ
け
ど
働
き
た
い
」
な
ど
、
が

　

ん
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
専

　

門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。
秘

　

密
厳
守
。

時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

月
曜
～
金
曜（
祝
祭
日
を
除
く
）

相
談
電
話
番
号
／

０
２
９
・
２
２
２
・
１
２
１
９

問
い
ば
ら
き　

　

み
ん
な
の
が
ん
相
談
室

　

☎
０
２
９
・
２
２
２
・
１
２
１
９

無
料
多
重
債
務
相
談

▼
「
返
済
が
で
き
な
い
、
生
活
が

　

苦
し
い
」、「
家
族
が
借
金
し
て

　

い
る
」
な
ど
、
借
金
で
お
困
り

　

の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ひ

　

と
り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。
秘
密
厳
守
。

時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

月
曜
～
金
曜（
祝
祭
日
を
除
く
）

相
談
電
話
番
号
／

０
２
９
・
２
２
１
・
３
１
９
０

問
関
東
財
務
局
水
戸
財
務
事
務
所

　

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
３
１
９
０

完走なるか？

RUN UP a HILL 

挑戦者求む !!

日にち／３月 18 日日
場所／常陸風土記の丘公園　獅子頭前
コース（参加費）／
・獅子コース 約 43 ㎞（8,000 円）
・龍神コース 約 21 ㎞（6,000 円）
・古代コース 約 10 ㎞（4,000 円）
・親子で RUN UP a HILL 約 2.5 ㎞（3,000 円）
申込方法／１月 28 日日までに、
1. シンコーネットから申し込み
2. 事務局へ直接申し込み（持込・℻・郵送）
※電話での申し込みは受け付けていません。
エントリー用紙は下記 URL または QR コー
ドからダウンロード。
http://www.shinko-kanto.net/ 
teamsportsjapan/
ボランティアも募集中！
問石岡トレイルランクラブ　☎ 23-1251

コース起伏が激ヤバな 1 周約 10km の大会オ
リジナルコースを 4 周走りきれる強者の挑戦
を求ム！ゴール後には石岡産野菜がたっぷりの
豚汁を提供予定！

広　告　掲　載　欄



初
心
者
向
け
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

【
２
月
教
室
】
６
・
８
・
15
・
20
・

22
日　

午
前
10
時
～
正
午

【
３
月
教
室
】
６
・
８
・
13
・
15
・

22
日　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
柏
原
野
球
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
費
／
１
回
５
０
０
円

定
員
／
10
人

講
師
／
和
田 

幹
央
（
石
岡
ア
レ
ッ

　

ク
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）

持
ち
物
／
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
・

ボ
ー
ル
（
無
料
貸
出
あ
り
）、
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物

申
込
期
限
／
１
月
31
日
水

問
柏
原
運
動
施
設

　

☎
２
３
・
８
１
５
８

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

日
時
／
１
月
20
日
、
２
月
24
日
、

３
月
10
日
土
午
後
３
時
～
４
時

30
分

場
所
／
柏
原
サ
ッ
カ
ー
公
園

参
加
費
／
１
回
５
０
０
円

定
員
／
各
回
30
人
（
先
着
順
）

講
師
／
飯
田
秀
正
（
石
岡
ア
セ
ン 

　

ブ
ル
FC
）

持
ち
物
／
着
替
え
・
飲
み
物
・
運
動
靴

問
柏
原
運
動
施
設

　

☎
２
３
・
８
１
５
８

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
21
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

優
勝
／
八
郷
南
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
少
年
団

石
岡
市
健
康
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月
26
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優
勝
／
あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

秋
季
ミ
ッ
ク
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

10
月
29
日
・
石
岡
運
動
公
園

混
合
複
Ａ 

優
勝
／
進
藤
和
敏
・
中
内
彩

混
合
複
Ｂ

優
勝
／
張
替
隆
徳
・
酒
寄
尚
子

混
合
複
Ｃ

優
勝
／
本
田
英
樹
・
鈴
木
利
江

混
合
複
Ｄ

優
勝
／
石
川
健
太
・
武
田
遥
香

混
合
複
50

優
勝
／
宮
本
道
雄
・
宮
本
美
絵

市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
31
日
・
石
岡
運
動
公
園

男
子
優
勝
／
丹
羽
正
治（
友
遊 

ク
ラ
ブ
）

女
子
優
勝
／
富
田
光
子（
柏
原
ク
ラ
ブ
）

第
14
回
石
岡
市
体
育
協
会
長
杯

Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会

11
月
２
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部　

優
勝
／
田
添
政
行

女
子
の
部　

優
勝
／
広
原
し
づ
江

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
５
日
・
石
岡
運
動
公
園

４
年
生
以
下
男
子
の
部

優
勝
／
大
滝
称
翔
（
恋
南
）

　
　
　

斉
藤
天
翔
（
恋
南
）

４
年
生
以
下
女
子
の
部

優
勝
／
大
関
琉
愛
（
東
少
年
）

　
　
　

草
間
愛
実
（
東
少
年
）

５
年
生
男
子
の
部

優
勝
／
堤
大
貴
（
東
少
年
）

　
　
　

堤
勇
太
（
東
少
年
）

５
年
生
女
子
の
部

優
勝
／
渡
辺
愛
優
加
（
東
少
年
）

　
　
　

草
間
寧
音
（
東
少
年
）

６
年
生
男
子
の
部

優
勝
／
小
吹
龍
彦
（
東
少
年
）

　
　
　

千
代
怜
摩
（
東
少
年
）

６
年
生
女
子
の
部

優
勝
／
小
沼
鈴
奈
（
東
少
年
）

　
　
　

岡
野
優
（
東
少
年
）

秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

11
月
５
日
・
柏
原
テ
ニ
ス
場

男
子
の
部　

優
勝
／
柴
崎
・
吉
田 

組

女
子
の
部　

優
勝
／
坂
部
・
佐
伯 

組

石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

第
18
回
交
流
大
会

11
月
10
日
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

シ
ニ
ア
優
勝
／
本
多
幸
雄

ゴ
ー
ル
ド
優
勝
／
菅
原
治

女
子
の
部
優
勝
／
松
本
靜
枝

第
24
回
石
岡
市
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
12
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

Ｂ
優
勝
／
井
上
明
美
・
小
川
益
子

Ｃ
優
勝
／
小
林
幸
子
・
飯
塚
ゆ
か
り

第
23
回
桜
井
富
夫
杯

11
月
19
日
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部
優
勝
／
宮
部
善
宇

女
子
の
部
優
勝
／
高
橋
ち
が
子

第
50
回
石
岡
市
ふ
れ
あ
い
の
里

Ｔ
Ｂ
Ｇ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

11
月
22
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部
優
勝
／
清
水
明

女
子
の
部
優
勝
／
塚
本
ま
ち

スポーツ情報　　　

募　

集

結　

果

広報いしおか１月１日号　№２９４　　１４　　　　　　　

全
国
大
会
功
労
者
表
彰
関
東
大 

　
　
　
　
　
　

会
表
彰
を
受
賞

▼
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協

議
会
・
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研

究
大
会
で
、
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
各
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

促
進
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
人

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協

議
会

　茨
城
大
会

・
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

　

功
労
者
表
彰

関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協

議
会

　栃
木
大
会

・
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

協
議
会
表
彰

富岡 茂 氏駒村 道廣 氏



子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

受
付
締
切
間
近
！

【
個
別
検
診
】

▼
石
岡
市
で
は
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
に
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
の
希
望
者
に
は
、
各

医
療
機
関
に
予
約
後
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
診
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
受
診
券
の
有
効
期
限
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
期
限
の
延
長
が

で
き
ま
す
の
で
、
受
診
券
を
窓
口

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

発
行
期
限
／
２
月
28
日
水

有
効
期
限
／
発
行
日
か
ら
１
か
月
間

※
１
月
29
日
以
降
の
発
行
分
は
２

　

月
28
日
ま
で
で
す

子
宮
が
ん
検
診 

指
定
実
施
機
関

冨
田
産
婦
人
科
・
松
葉
産
婦
人
科

※
市
外
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

乳
が
ん
検
診 

指
定
実
施
機
関

医
療
機
関
名

石
岡
市
医
師
会
病
院

山
王
台
病
院

霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン
タ
ー

日
立
製
作
所
土
浦
診
療
健
診
セ
ン
タ

神
立
病
院

つ
く
ば
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

霞
ヶ
浦
成
人
病
研
究
事
業
団
健
診

セ
ン
タ
ー

茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
立
中
央
病
院

つ
く
ば
国
際
ブ
レ
ス
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

【
集
団
検
診
】

検
診
日
／
１
月
26
日
金

受
付
時
間
／

● 

乳
が
ん
検
診
の
み

・
午
前
10
時
～
10
時
30
分

● 

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
／

・
午
後
12
時
20
分
～
１
時
10
分

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
年
齢
（
定
員
）

子
宮
頸
が
ん
検
診

20
歳
以
上

（
90
人
）

乳
が
ん
検
診

超
音
波
検
診

30~

65
歳

（
65
人
）

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

40
歳
以
上

（
70
人
）

申
込
方
法
／
１
月
９
日
火
か
ら
八

　

郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た

　

は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

　

込
み

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
２
年
に
１

　

回
で
す
。
自
己
負
担
金
は
保
健

　

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

１
月
31
日
水
ま
で

　
　
　
　助
成
期
間
延
長

▼
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
流
通
が
例
年

よ
り
減
少
し
て

い
る
た
め
、
予

防
接
種
の
助
成

期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

助
成
対
象
者
（
小
児
・
高
齢

者
）
に
は
９
月
下
旬
に
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
義
務
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
接
種
に
関
し
て
は
医
療
機

関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

助
成
期
限
／
平
成
30
年
１
月
31
日
水

助
成
費
用
／
２
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
み
全
額
助
成

　

制
度
あ
り
（
事
前
に
手
続
き
が

　

必
要
で
す
）

助
成
回
数
／
１
回

接
種
場
所
／
①
石
岡
市
医
師
会
加

入
の
医
療
機
関
（
小
児
・
高
齢
者
）

②
県
医
師
会
加
入
医
療
機
関
（
高

齢
者
の
み
）

※
①
②
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種

　

し
た
場
合
、
償
還
払
い
と
な
り

　

ま
す
。

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

健康ガイド

予防接種
【麻しん風しん予防接種（２期）】

対象／市内在住の平成 30 年４
月に小学校に入学する人
接種時期／３月 31 日土まで
※時期を過ぎると自己負担

【二種混合予防接種】
対象／市内在住の小学６年生
接種時期／３月 31 日土までの接
種をおすすめします
※ 13 歳の誕生日前日まで接種
可能です
接種方法／指定医療機関での個
別接種（予約制）

【日本脳炎予防接種】
▶平成 19 年４月１日以前に生
まれた人は、20 歳になるまで
４回を定期接種として受けるこ
とができます。
償還払いの予防接種

【成人風しん等予防接種】
対象／妊娠を予定または希望し
ている女性と配偶者、妊娠して
いる女性の配偶者
助成額／ 3,000 円（風しんワ
クチン）、5,000 円（麻しん風
しん混合ワクチン）

【県外等指定医療機関以外での
予防接種】
〇定期・任意高齢者肺炎球菌
助成額／ 4,000 円
〇高齢者インフルエンザ
助成額／ 2,000 円
〇乳幼児予防接種（定期・任意）
※事前に保健センターへご相談
ください。
償還払いの手続き方法
銀行口座への振込み（償還払い）
となります。下記のものを各保
健センターに持参し申請してく
ださい。
・接種した予防接種の領収書
・助成費用の振込をする口座番  
　号が分かるもの（通帳等）
・認め印

　　　　　　　１５　　広報いしおか１月１日号　№２９４
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　今年で 3年目を迎える県フラワーパー
クのウインターイルミネーションが昨年
よりもパワーアップし、60 万球の電飾が
冬の園内を彩っています。バラの香りが漂
い、鐘を鳴らすと花言葉が告げられる光の
フォーチュンなど、五感で楽しめます。初
日の 11 月 15 日には点灯式が行われ、合
わせて「恋人の聖地」に認定されたことを
記念し、ハート型のモニュメントの除幕式
も行われました。デザインしたのは筑波大
学の鈴木雅和教授と伊藤梨沙さん。フラン
ス庭園に合わせたトリコロールカラーに
なっています。
　イルミネーションは１月 14 日日まで。
光の世界に包まれてみませんか？
問県フラワーパーク　☎ 42-4111

11 月 15 日、県フラワーパーク
　　　イルミネーション点灯式

11月 22 日から
石岡市オリジナル婚姻届が開始

　11 月 22 日（いい夫婦の日）から、
石岡市ではオリジナル婚姻届の受け付け
を開始しました。婚姻届は、市公認マス
コットキャラクターを活用した 2種類。
恋の願いを叶えてくれる「いしおか恋瀬
姫」と 2羽のうさぎ「モモア・カイ」です。
　受付初日に市オリジナル婚姻届を提出
されたご夫婦はどちらも市外出身。「石
岡のおまつりを初めて見て、その迫力に
圧倒された。県フラワーパークのイルミ
ネーションにも行ってみたいと思う」と
話してくれました。
　オリジナル婚姻届は、市役所で配布す
るほか市ホームページからダウンロード
できます。
問市民課☎ 23-1111（内線 126）

市長と話そう
  タウンミーティング開催中！

▶タウンミーティングとは、市長自ら地域
や団体の皆さんのもとに出向き、より良い
まちづくりのためにお話を伺う制度です。

テーマ／それぞれの地域・団体が抱える
課題や市政の将来など、様々なテーマで
開催しています。申し込み時にテーマを
お伝えください。

申込方法／市内在住・在勤で、当日の参加
者が10人以上を見込む地区・団体が対象
です。窓口へ直接または、電話でお申し込
みください。会場は申込者でご用意くださ
い。
問秘書広聴課☎ 23-1111（内線 212）

協働推進事業
  市の備品を貸し出します！

▶地域活動を行う際に、必要な備品の貸
し出しを行います。
貸出対象／地域コミュニティ団体（区・
自治会等）、市民公益活動団体、ボラン
ティア団体など
※営利、宗教、政治活動などを目的とす
る活動・団体は除きます。
貸出物品／パイプイス・長テーブル・プ
ロジェクター・車イス・AED・石油ストー
ブ・発電機・チェーンソー・刈払機・芝
刈機・カラーコーン・高枝切りハサミ・
脚立・テントなど
申込方法など市ホームページから。
問まちづくり協働課
　☎ 23-1111（内線 142）

広報いしおか１月１日号　№２９４　　１６　　　　　　　
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▲ハート型のモニュメントをお披露目しました



　

11
月
25
日
、
東
京
駅
発
着

の
移
住
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
、
東
京
都
や
千
葉
県

な
ど
か
ら
15
人
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
を
通

り
隣
の
市
に
通
う
う
ち
に
風

景
に
惹
か
れ
た
」
と
話
す
ご

夫
婦
や
、
県
西
出
身
で
東
京

在
住
、
茨
城
に
帰
り
た
か
っ

た
が
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら

石
岡
市
に
目
を
つ
け
た
と
い

う
若
い
男
性
な
ど
。
皆
さ
ん

は
「
移
住
し
て
こ
ん
な
暮
ら

し
が
し
た
い
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
ち
石
岡
市
を
選

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

石
岡
カ
フ
ェ
で
の
昼
食
後

に
は
、
先
輩
移
住
者
で
あ
る

中
島
氏
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
移
住
の
決
め
手
、
住
ま

い
獲
得
の
経
緯
、
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
リ
ア

ル
な
声
は
、
参
加
者
の
方
々

に
大
変
刺
激
に
な
っ
た
様

子
。一
組
の
ご
夫
婦
は
後
日
、

中
島
氏
の
案
内
で
石
岡
市
を

再
訪
す
る
約
束
を
し
た
と
の

こ
と
。
一
日
で
は
、
住
ま
い

や
仕
事
の
こ
と
な
ど
個
別
の

疑
問
や
要
望
に
答
え
き
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
次
の
訪
問

に
つ
な
が
る
種
蒔
き
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
森
と
木
の
家
を

知
る
」
や
「
食
環
境
を
知
る
」

と
題
し
た
テ
ー
マ
別
移
住
体

験
ツ
ア
ー
、
ま
た
家
族
単
位

で
市
内
の
案
内
や
住
人
と
の

引
き
合
わ
せ
を
行
う
個
別
案

内
ツ
ア
ー
を
行
う
計
画
を
し

て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

　
　
　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
／
１
月
27
日
土
午
後
２
時
か
ら

出
演
／
石
岡
第
一
高
等
学
校

　
　
　

音
楽
部

原
田
博ひ

ろ

こ子

　

日
本
和
紙
絵
画
展

期
間
／
１
月
６
日
土
〜
12
日
金

ま
ち
か
ど
寄
席

日
時
／
１
月
13
日
土

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

出
演
／
林
家
屯と

ん
で
ん
へ
い

田
兵
（
林
家
三
平

　

最
後
の
弟
子
・
手
話
落
語
の
第

　

一
人
者
）

※
入
場
無
料

▼
い
し
お
か
雛
巡
り
に
む
け
て
、

一
緒
に
お
雛
様
を
飾
っ
て
く
れ
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
学
生
、

主
婦
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

日
時
／
１
月
15
日
月

　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時

　

〜
３
時
・
午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

サ
ン
ド
市

▼
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
周
辺

　

で
20
日
土
開
催
！
参
加
者
募
集

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

▼
新
鮮
野
菜
や
手
作
り
品
の
販
売

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日
（
今
月

　

は
10
日
）
午
前
10
時
か
ら

1
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
体
の
健
康
相
談

・
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

・
１
月
27
日
土

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

ち
り
め
ん
小
物

　

・
１
月
６
・
20
日
土

　

午
後
１
時
か
ら

　　　ま ち か ど 情 報 セ ン タ ー ニ ュ ー ス

まちかど情報センターとは？
　NPO 法人まちづくり市民会議
が運営している中心市街地にある
施設です。まちづくり市民会議は、
市民参加型のまちづくりを目指す
NPO で、子どもたちによる手づ
くりのお化け屋敷、商店街でのハ
ロウィンパレード、石岡の歴史を
テーマにした雛飾りなど、子ども
から大人まで、まちを楽しむきっ

かけをつくっています。
　本センターは、石岡駅西口から
徒歩 10 分。センター前に専用駐
車場（5台程度）、土橋通りに臨
時駐車場があります。
問まちかど情報センター
☎ 27-5171
開館時間／午前 10時～午後 8時
休館日／木曜日

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

まちかどで、
　ほっとひと息

\地域おこし協力隊の活動報告 Vol.2/11 月 25 日、移住ツアーを開催しました

ま
ち
か
ど
音
楽
祭

パ
ソ
コ
ン
教
室

<プロフィール>
地域おこし協力隊（移住定住担当）
瀧田暁

あ き

月（28）東京都より移住

総務省が平成 21 年度から取り組ん
でいる制度で都市部の意欲ある人材
が地方に移住（最長 3 年）し地域
力の維持・強化を目的とした支援活
動を行うものです。

地域おこし協力隊とは？

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ふ
る
さ
と
風
の
会
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！
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雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

▼
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を
図
る

　

た
め「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」

　

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

　

度
は
、
雑
誌
の
購
入
代
金
を
１ 

　

年
間
提
供
し
て
も
ら
い
「
最
新

　

号
」
の
雑
誌
カ
バ
ー
の
表
面
に

　

は
企
業
名
を
、
裏
面
に
は
ス
ポ

　

ン
サ
ー
が
希
望
す
る
広
告
を
掲

　

載
す
る
も
の
で
す
。
提
供
し
て

　

も
ら
っ
た
雑
誌
は
、
雑
誌
コ
ー

　

ナ
ー
に
並
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

　

用
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ン
サ
ー
資
格
／
市
内
お
よ
び

　

近
隣
市
町
村
の
企
業
・
商
店
・

　

団
体
な
ど

提
供
す
る
雑
誌
／
図
書
館
が
指
定

　

し
た
「
雑
誌
リ
ス
ト
」
か
ら
選

　

ん
で
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）

提
供
期
間
／
１
年
間

提
供
場
所
／

　

中
央
図
書
館
雑
誌
コ
ー
ナ
ー

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い

「
都
々
逸
を
作
り
ま
し
ょ
う
」

講
座
終
了
に
つ
い
て

▼
２
月
ま
で
開
催
予
定
で
し
た
が
、

　

都
合
に
よ
り
平
成
29
年
12
月
の

　

回
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

「佐
さ く ら

久良 東
あ ず ま お

雄」
シリーズ 144
文化振興課　

☎ 43-1111（内線 1324）

15
歳
で
書
い
た
幟
の
ぼ
りと

15
歳
の
息
子
へ
の
遺
言
状

　

ふ
る
さ
と
歴
史
館
企
画
展
で

は
、
佐
久
良
東
雄
が
15
歳
の
と
き

に
書
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
片
岡
地

区
の
天
神
社
（
天
満
宮
）
の
幟

の
ぼ
りの

写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

東
雄
は
と
な
り
の
浦
須
地
区
で

生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
「
神
童
」

と
の
誉
れ
高
く
、
15
歳
の
若
さ
に

も
か
か
わ
ら
ず
抜
擢
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

お
ま
つ
り
の
と
き
に
使
う
幟

で
、
幅
66
㎝
、
長
さ
７
ｍ
80
㎝
。

残
念
な
が
ら
大
き
す
ぎ
て
実
物
は

展
示
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
写
真

で
の
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
文
字
を
書

く
た
め
の
太
い
筆
が
な
い
こ
と
か

ら
、
稲
穂
で
書
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
雄
が
15
歳
の
息
子
に

あ
て
た
遺
言
状
の
複
製
品
も
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

遺
言
状
が
書
か
れ
た
の
は
、

１
８
６
０
年
３
月
18
日
の
夜
。
15

日
前
に
、
当
時
の
江
戸
幕
府
の
権

力
者
・
大
老
井い

い
な
お
す
け

伊
直
弼
が
暗
殺
さ

れ
ま
す
（
桜
田
門
外
の
変
）。
変

の
首
謀
者
の
ひ
と
り
を
か
く
ま
っ

た
東
雄
が
、
幕
府
の
追
手
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
書
い
た

も
の
で
す
。
５
日
後
東
雄
は
つ
か

ま
り
、
６
月
に
獄
死
し
て
し
ま
い

ま
す
。
享
年
50
歳
で
し
た
。

　

15
歳
の
と
き
の
書
と
15
歳
の
息

子
へ
あ
て
た
書
。
ぜ
ひ
合
わ
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
画
展

佐
久
良
東
雄
―
石
岡
が
生
ん
だ

勤
皇
の
志
士
の
生
涯

期
間
／
１
月
28
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
（
総
社
１-

２-

10
）

休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

　

は
翌
日
）、
年
末
年
始
（
12
月

　

28
日
木
～
１
月
４
日
木
）

時の記憶

北
村
薫
に
聴
く
！

読
書
の
よ
ろ
こ
び

▼
直
木
賞
作
家
で
、
現
在
最
も
読

　

書
家
の
フ
ァ
ン
が
多
い
作
家
・

　

北
村
薫
氏
に
、
自
ら
の
体
験
に

　

基
づ
い
た
読
書
の
面
白
さ
を
語

　

っ
て
い
た
だ
く
、
充
実
の
90
分

　

で
す
！
参
加
無
料
。

日
時
／
２
月
３
日
土

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

講
師
／
作
家
・
北
村 

薫
氏

　
（
代
表
作
『
ス
キ
ッ
プ
』）

内
容
／
聞
き
手
（
図
書
館
文
化
ア

　

ド
バ
イ
ザ
ー
・
藤
原 

龍
一
郎

　

氏
）
と
の
対
話
形
式
で
講
演
。

　

質
疑
応
答
を
含
む
参
加
者
と
の

　

懇
談
会
も
あ
り
ま
す

対
象
／
一
般
（
先
着
１
０
０
人
）

申
込
方
法
／
１
月
６
日
土
か
ら
直

　

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

こども図書館本の森
　おはなしのへや
▶おはなし玉手箱
　１月６日土
　午前 10 時 30 分から
▶ひよこのおはなしかい
　１月 11 日木
　午前 10 時 30 分から
▶おはなし会
　１月 20 日土
　午前 10 時 30 分から

中央公民館
▶おはなしフレンズ
　１月 13 日土
　午後２時 30 分から
　※ すべて 30 分程度

図書館つうしん　　　

■問い合わせ　
　中央図書館　☎ 24-1507

１月の休館日：1 ～ 4・8・9・15・22・25・29 日

図
書
館
お
た
の
し
み
映
画
会

入
場
無
料
・
申
込
不
要

▼
児
童
を
対
象
と
し
た
小
さ
な
映

　

画
会
を
実
施
し
ま
す
。
親
子
そ

　

ろ
っ
て
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／

『
宮
西
達
也
劇
場

　お
ま
え
う
ま

そ
う
だ
なVol.

２
』

　

宮
西
達
也
の
人
気
絵
本
「
テ
ィ

　

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
」
の

　
『
あ
な
た
を
ず
っ
と
あ
い
し
て

　

る
』・『
い
ち
ば
ん
あ
い
さ
れ
て

　

る
の
は
ぼ
く
』
を
映
像
化
し
た

　

作
品
で
す

日
時
／
１
月
28
日
日

　

　

午
前
10
時
30
分
か
ら

　
　
（
上
映
時
間
24
分
）

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

対
象
／
児
童
・
大
人

赤ちゃんから大人まで
　どなたでも参加できます

▶
天
神
社
の
幟

広報いしおか１月１日号　№２９４　　１８　　　　　　　



い
し
お
か
俳
句
同
好
会

茨　

城　

金
山　

和
子

白
く
咲
き
紅

く
れ
な
いに

散
る
酔
芙
蓉

南　

台　

菅
野　

憲
枝

常
緑
の
林
に
一
樹
柿
花
火

石　

川　

田
口　

美
子

老
い
た
れ
ば
物
臭
に
な
る
秋
の
卓

三　

村　

田
端　

俊
行

お
さ
な
子
や
追
っ
て
追
わ
れ
て
赤
蜻
蛉

北
府
中　

野
村
畝
津
子

し
が
ら
み
の
肩
の
荷
お
ろ
す
草
紅
葉

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

細　

谷　

松
崎　

淑
子

峠
路
の
銀
杏
黄
葉
の
輝
け
り

　
　
　
　

部　

原　

中
島
れ
い
子

ゴ
ン
ド
ラ
の
冬
の
空
中
散
歩
か
な

瓦　

谷　

谷
嶋　

楽
昇

山
頂
よ
り
富
士
も
望
む
や
冬
景
色

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

石
岡
短
歌
同
好
会

石　

岡　

外
川
な
を
み

草
と
り
は
今
日
こ
こ
ま
で
と
腰
の
ば
す

夕
や
け
こ
や
け
の
メ
ロ
デ
ィ
合
図
に

高　

浜　

大
嶋　

全
江

台
風
の
す
ぎ
ゆ
く
空
に
雲
の
鶴
わ

づ
か
な
風
に
飛
ん
で
ゆ
き
た
り

旭　

台　

井
上
ミ
チ
子

歳
時
記
の
傷
み
つ
く
ろ
ふ
長
き
夜

色
か
は
り
せ
る
押
花
も
有
り

府　

中　

山
口　

文
子

刻
々
と
沈
み
ゆ
く
陽
の
一
条
の
光

は
暮
れ
ゆ
く
紅
葉
に
と
ど
む

井　

関　

木
間
塚
具
子

雨
の
中
マ
イ
ク
を
握
る
候
補
者
の

白
い
パ
ン
ツ
の
裾
は
ぬ
れ
お
り

八
郷
短
歌
会

片　

野　

小
野
瀬
も
と

食
と
ぼ
し
挺
身
隊
の
乙
女
わ
れ
麦
の

御
飯
に
さ
つ
ま
い
も
入
り

柿　

岡　

小
林　

渥
子

わ
け
あ
り
の
一
語
の
も
と
に
安
値
な

る
り
ん
ご
手
に
し
て
探さ

ぐ

る
そ
の
わ
け

山　

崎　

鈴
木　
　

菫

は
れ
や
か
な
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の

頂
に
た
つ
女ひ

と

の
笑
顔
強
く
美
し

石
岡
俚
謡
会

南
台　

月
乃
香
俱
耶
姫

実
り
ま
る
ご
と　

漬
物
樽
に

　

ぎ
ゅ
っ
と
閉
じ
込
む　

冬
支
度

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

膝
の
痛
み
で　

天
気
が
解
る

　

明
日
は
晴
れ
た
り　

曇
っ
た
り

　
　
　
　

東
大
橋　

醍
醐　

正
夫

赤
や
黄
色
と　

色
づ
く
葉
っ
ぱ

　
　

落
ち
て
詫
び
て
る　

山
葡
萄

府　

中　

稲
田　

す
み

風
に
落
ち
葉
が　

こ
ろ
こ
ろ
走
り

　
　

後
を
小
犬
が　

追
っ
か
け
る

　
　
　
　

貝
地　

前
島　

く
に
子

亡
夫
と
旅
し
た　

温
も
り
だ
い
て

　
　
　
　

偲
ぶ
今
宵
は　

紅
葉
宿

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

可
愛
い
女
房
の　

こ
の
膝
枕

　
　
　
　

男
冥み

ょ
う
り

利
に　

つ
き
る
幸

　
　
　
　

下　

村　

白
井
冨
喜
江

北
に
拉
致
さ
れ　

背
を
押
す
政
府

　
　
　
　

親
の
願
い
も　

遠
い
冬

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

落
葉
サ
ク
サ
ク　

山
道
登
る

　

揺
れ
る
紅
い
実　

ナ
ナ
カ
マ
ド

川
﨑　

夫
久

木
々
の
葉
の
落
ち
行
く
毎
の
愁
か
な

松
岡　

元
義

柿
紅
葉
真
似
て
垂
る
ゝ
や
杉
枯
葉

鈴
木　

君
江

色
付
き
し
柚
の
実
朝
日
に
輝
き
ぬ

小
春
日
和
の
今
日
は
立
冬

荒
井　

幸
子

気
兼
ね
無
き
女
子
校
の
良
さ
し
み
じ

み
と
笑
顔
と
話
題
尽
き
ぬ
ク
ラ
ス
会

羽
生　
　

俊

市
長
選
争
う
な
し
の
無
投
票
愛
に

囲
ま
れ
万
歳
と
な
り

文
化
協
会
だ
よ
り

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

文
化
協
会
長　

内
山
侑
一

　

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
文
化
協
会
会
員
一
同
は

研
鑽
に
励
み
大
き
な
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
の
文
化
一
日
体
験
」、「
石

岡
市
文
化
祭
」
を
は
じ
め
各
地
区

で
の
活
動
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご

支
援
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
も
、
一
生
懸
命
に
努
力
を

い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

●
石
岡
三
曲
協
会

・
初
春
の
調
べ

日
時
／
１
月
６
日
土

　

午
前
９
時
30
分～

午
後
12
時
30
分

場
所
／
香
丸
資
料
館

曲
目
／
新
高
砂
・
夕
顔
な
ど
８
曲

　

ほ
ど

　　　文芸いしおか
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掲載を希望する人は秘書広聴課にご連絡ください。市の
ホームページからも申込用紙をダウンロードできます。
■ 問い合わせ　秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 213）

わが家のアイドル

上曽
◀踊りが好きで空想
力豊かな幸芽と、起
きた瞬間からずっと
笑顔の環。パパもマ
マも二人が大好き！

（写真右から）
清水幸

こ う め

芽ちゃん（4歳）
　　環

めぐり

ちゃん（2歳）

小屋
◀兄ちゃんが大好
きな弟は、いつも
くっ付いてばか
り。兄弟仲良く元
気に育ってね。
（写真右から）
増渕真

ま な と

翔ちゃん
（4歳 6か月）・
真
ま お ん

凰ちゃん（1歳）

平成30年1月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎0299‐23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

面
積
の
約
４
割
が
山
林
の
石
岡
市
に
は
、
県
南
で

唯
一
の
森
林
組
合
、
つ
く
ば
ね
森
林
組
合
が
あ
り

ま
す
。こ
こ
で
森
林
調
査
や
間
伐
計
画
な
ど
を
行
う
の
は
、

７
年
前
に
東
京
か
ら
移
住
し
た
清
水
雅
宏
さ
ん
で
す
。

や
っ
ぱ
り
、
山
に
は
可
能
性
が
あ
る
と
思
う

　

戦
後
復
興
期
の
日
本
で
は
、
多
く
の
松
、
杉
、
桧
が
植

林
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
山
林
の
半
分
も
、
こ
う
し
た
人

工
林
で
す
。
し
か
し
、
外
国
産
の
木
材
が
輸
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
国
産
木
材
の
需
要
が
減
少
し
、
放
置
さ
れ

る
山
林
が
増
加
。
そ
こ
で
組
合
で
は
、
茨
城
県
の
森
林
湖

沼
環
境
税
に
よ
る
補
助
金
を
活
用
し
、
毎
年
１
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
ほ
ど
の
山
林
の
間
伐
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
東
京
ド
ー
ム
21
個
分
ほ
ど
の
広
さ
で
す
。

　
「
昔
は
『
貯
金
す
る
な
ら
木
を
植
え
ろ
』
と
言
っ
た
そ

う
で
す
が
、
木
が
育
ち
売
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
60

年
。
そ
れ
も
手
入
れ
を
し
な
が
ら
で
す
。『
ど
う
し
て
、

こ
こ
に
木
を
植
え
た
ん
だ
ろ
う
、
な
ぜ
こ
の
木
を
残
し

た
ん
だ
ろ
う
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
植
え
た
ん
だ
ろ
う
』

山
を
歩
い
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
今
、
木
は
お
金
に
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

燃
料
で
あ
り
、手
間
を
か
け
れ
ば
建
材
に
も
な
る
。や
っ

ぱ
り
、
山
に
は
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
」

新
し
い
仕
事
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

　

大
学
時
代
は
工
業
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
、
移
住
前
は

店
舗
什
器
の
設
計
を
し
て
い
た
清
水
さ
ん
。

　
「
次
々
と
モ
ノ
を
作
り
出
し
て
は
処
分
し
て
い
く
ス

ピ
ー
ド
に
違
和
感
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
７
年
勤

め
た
会
社
を
辞
め
、
次
の
道
を
模
索
し
て
い
る
時
に
、

柿
岡
に
あ
る
農
場
『
暮
ら
し
の
実
験
室
』
の
企
画
し
た

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
つ
く
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
今
の
仕
事
に
出
会
い
ま
し
た
」

　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
駆
使
し
な
が
ら

間
伐
状
況
の
把
握
を
進
め
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

資
格
も
取
得
し
山
主
に
森
林
経
営
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

一
方
、
林
業
普
及
協
力
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
林
業

の
仕
事
の
や
り
が
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
森

林
に
関
心
の
あ
る
仲
間
で
『
や
さ
と
の
森
か
ら
』
と
い

う
情
報
交
換
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
東
京
に
比
べ
た
ら
、職
場
の
数
は
少
な
い
か
ら
こ
そ
、

新
し
い
仕
事
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
だ
と
思
い
ま

す
。
や
り
た
い
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
ん
で
す
」

　

や
さ
と
の
森
か
ら
新
た
な
試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

総

\ 巻末連載　     石岡で、はたらくひと　Vol.6 /   

つくばね森林組合
　　　清水 雅宏さん（37）
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